家庭礼拝　2010年12月22日　エフェソ書4章　後半（17節～5：5節）
　賛美歌２６４　清しこの夜　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌２６７　ああベツレヘムよ
起

私たちは、4章の前半で、神様から招かれたのだから、神様にふさわしく歩みなさい。私たちは一つの体になったのだから、霊による一致を保ちなさい、と言うメッセージを受けました。そして、4章の後半では、小見出しにもあるように、古い生き方を捨てるように、新しい生き方をするようにと勧められています。クリスチャンが、クリスチャンとしてどのように歩めばいいのか、どのように生活すればいいのかという回答を得たかったら、このエフェソの4章から6章を読むといいかもしれません。一番具体的に書かれた生活指導要領とでも言うべきものが書かれています。
新しい生き方をしたかったら、新しいものを古いものの上に乗せるのではなく、まず古いものを捨てることが必要です。イエス様も新しい酒は新しい皮袋に入れなさい、と教えてくれました。そうしないと古い皮袋は新しい酒の圧力で裂けてしまうからです。パウロもまた新しい生き方を勧めます。その勧めはまず、異邦人と同じように歩んではなりませんと言っています。この手紙の話しの中で何度か語りましたが、このエフェソの信徒への手紙はエフェソの信徒宛に書かれたと言うよりは、異邦人の信者のために書かれたものです。その異邦人に対して、異邦人と同じように歩んではなりませんと言うのはどういうことでしょうか。それは、例えば、あなたたち日本人は他の日本人と同じように歩んではいけませんと言われていることと同じです。しかもパウロの言うことは辛らつです。彼らは愚かな考えに従って歩み、知性は暗くなり、彼らの中にある無知とその心のかたくなさのために神の命から遠く離れています。と言い切ります。しかも、無感覚になって、放縦な生活をし、あらゆるふしだらな行いにふけって留まるところを知りません。と言います。パウロがこのように、他の異邦人の生活習慣を辛らつに批判するのは、実は、あなたたちは今まで、そのような生活をしていたのだと言いたかったわけです。その生活に未練があるようでは、捨てることは出来ません。パウロは、この以前の生活が唾棄すべきものであり、捨て去るべきものであることを痛烈に言っているわけです。
これは私達においても同じなわけです。本当に新しい生活をしたかったら、今までの古い生活は唾棄すべきものとして、憎み捨て去る覚悟が必要だと言っているわけです。今までの生活が、いかに罪深く不道徳であったかを悔い改める必要があるのです。これが中途半端になると、原始キリスト教会が始まって共同生活を始めた時、お金に未練のあった、アナニアとサフィラが捧げるべき土地の代金をごまかしたために死んでしまうようなことになってしまうのです。
実はこの捨て去ることがとても大切です。私達の、信仰の通過儀礼として行う洗礼も、今までの生活に対して、一度死んで、甦ることをもって、新しい信仰生活の仲間入りをしているのです。捨て去るのは執着を捨て去るのであり、自分自身を捨て去って、神様に委ねるわけです。復活を信じると言うことも、今までの生活を捨てて、新しい命に生きることです。私たちは、この過去の生活を捨てきれないために、何時までも、同じような生き方をしているのかもしれません。
だからパウロは、捨てる去ることを強調します。22節から24節です。

エフェ 4:22　だから、以前のような生き方をして情欲に迷わされ、滅びに向かっている古い人を脱ぎ捨て、
エフェ 4:23　心の底から新たにされて、
エフェ 4:24　神にかたどって造られた新しい人を身に着け、真理に基づいた正しく清い生活を送るようにしなければなりません。
これが、パウロの生活原則論です。滅びに向かっている古い人を脱ぎ捨て、神にかたどって造られた新しい人を身につけ、正しく清い生活をしなさい。と言うことです。「古い人を脱ぎ捨て、新しい人を着る。」と言う、この表現は、よく考えてみる必要があります。同じ人が古い服を脱ぎ捨て、新しい服を着るのではないのです。何者かが、古い人すなわち今の私、を捨て、新しい人、となると言うことです。すなわち、主体である、人そのものが変わっているのです。そうすると、この着替えた何者かというのは一体誰なのでしょうか。それは決して、いま意識されている自分では有りません。それはもう捨てられたのです。心の奥底にある、無意識の奥底にある、私を越える何者かであるだろうと思います。私はそれをずっと捜し求めています。そこに何かがあると思っています。
新しい人は神にかたどって創られた新しい人です。それは、ほとんど神のようになると同じ意味の表現です。神のようなとか、神に似せてとかではなく、神にかたどって作られたのですから、その言葉の重さをかみ締めるべきです。パウロは私達の目標をそこまで高く掲げているのです。
承

パウロはその新しい生き方の具体的な方法を語ります。
パウロは最初に、隣人に対してどう接したらよいのかを語ります。25節です。
 4:25　だから、偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実を語りなさい。わたしたちは、互いに体の一部なのです。
パウロは偽りを捨てなさい。隣人に対して真実を語りなさいと言います。これは、簡単なようでとても難しいことです。隣人に対して、真実を語るためには、まず、自分自身に対して、偽りを捨て、真実を語らなければなりません。私たちが、いかに自分をごまかしているかを知らなければなりません。私たちは自分をごまかしていることすら気がつきません。なぜそのように自分自身をさえもごまかしてしまうのでしょうか。それは恐怖があるからです。私たちはその恐怖のため、無意識に自分を守るために、自分自身にさえ嘘をつくのです。ですから隣人に対して、真実を語れるようになるためには、その恐怖から自由にならなければならないのです。例えば、困っている隣人がいた時、「その人を本当は助けたいのだけれども、今は大事な仕事が有るので助けられない。」と心に言います。このような言い訳はよく経験します。これがよきサマリア人に出てくるパリサイ人です。それは偽りなのです。大事な仕事が有っても無くとも、助けないのです。助ければ、重荷を背負うことになるのが怖いのです。自分に損害が出ることが怖いのです。その真実を語ったら、軽蔑されるかも知れないし、自分がいやになってしまうかもしれない。自分が情けなくなるから真実になれないのです。隣人に対して真実を語れるようになるには、自分の心の深いところから変えられて行かないと出来ないのです。ですが、パウロは真実を語りなさいと言います。それは、私たちが、互いに体の一部だからですと言うのです。私たちが、キリストにあって、一つの体だからなのだと言います。あなたの重荷を負うことは、それは私の損害ではなく、一つの体としての利益だと言うことになります。私達の意識を、自分だけの意識に閉じ込めないで、イエスキリストにあって一つの自分という意識に変わること、それが新しい人であり、神にかたどって造られた人なのだと思います。それは、この肉体で限界付けられた小さな自分、古い自分ではなく、イエスキリストの一部となった、大きな自分、新しい自分になると言うことです。ですからそこでは、偽りを捨て、真実を語りなさいと言われるのです。それが出来るでしょうか。ですがそれがクリスチャンの目標であり、生活なのです。その目標を失ってしまったら、私たちはクリスチャンを放棄しているのです。もしかすると、それは私には出来ない、私にはなれない、と諦めてしまうかもしれません。それもまた、自分に対する偽りなのです。出来ないのではなく、なろうとしていないのです。できないと言えば、自分が開放されると思ってしまい自分に嘘をついているのです。自分には出来ない、けれども神様にはできる。と考えることが出来るなら、偽りとはならないでしょう。私たちはイエス様と一体になったのですから。イエス様が、イエス様にとって一番いいことをその体にもしてくれるはずです。私たちはそのイエスキリストを信じるのです。
転
そしてその生活訓は更に具体的なことへと入っていきます。
パウロは怒ってはならないとは言いませんでした。怒ることがあっても、罪を犯してはなりません。怒ったままであってはいけませんと言っているのです。怒ることは、時には、相手のためにも必要なことも在り、神様でさえ怒ります。でもそこには許しがありました。許さないとなった時に罪が起こります。そこに悪魔が付け入ります。だから、怒ったままであってはいけない、許しなさいと言っているのです。悪魔に付け入られないように、自分のために許しなさいと言っているのです。
次に、パウロは盗んではならないと言いました。これは旧約の十戒でも言われている事です。ですがパウロの言葉を注意して読んでみると、旧約とは違うことが分かります。盗んではならない、労苦して自分の手で正統な収入を得なさいと言うところまでは同じですが、その収入を得るのは、困っている人々に分け与えるためであると言うのです。私たちは、このような考えで収入を得ようとしたことがあるでしょうか。収入を得るのは、自分の生活のためであると何の疑いもなく思っています。ですが、パウロは収入を得るのは、困っている人々に分け与えられるようにするためだと言うのです。これは、一つの体とされたものならば当然の帰結なのです。私たちはまだ、一つの体になっていないため、その喜びを一つに出来ないでいます。困っている人々に分け与えてその喜びを分かち合うという考えまでも、行っていないのです。一つとなると言うことがこれほどに、考え方を変えていきます。
49節では悪い言葉を一切口にしてはなりませんと言います。私たちは、人を裁いたり、ののしったりして、自分の不満を、その言葉にぶっつけます。パウロはその悪い言葉を、その対象となった人を守るために、または、自分自身の品性を守るために、口にしてはならないと言ったのではないのです。誰が聞いているか分からない、その聞く人に恵が与えられるように、役立つ言葉を語りなさいと言っているのです。パウロの語る言葉の後ろには、必ず、一つとなった私達があります。全体としての恵みがあります。そのことを覚えて、悪い言葉を口にしてはいけないと言っているのです。
30節では神の聖霊を悲しませてはいけません。と言っています。私たちは、聖霊を悲しませただろうかと、考える時があるでしょうか。今やっていること、今行っていることが聖霊を悲しませているだろうか、と問うことができるなら、真実を語り、罪を犯さず、盗むことなく、悪い言葉を口にしないでしょう。聖霊を悲しませただろうかと問うときの私達の目が、私達を自己照覧し、真実を見ようとするでしょう。夜寝る前に、5分でいいからこれが出来るなら、私たちは霊的に大きな進歩を遂げるかもしれません。そしてそのような、聖霊を悲しませるものとして、無慈悲、憤り、怒り、わめき、そしりなどが上げられました。パウロはそれらの全てを、一切の悪意と一緒に捨てなさい。と勧めました。
そして32節です。私達の成すべきことは許しあうことなのです。私達にとって、新しい人となると言うのは、許す人になると言うことかもしれません。32節からです。
エフェ 4:32　互いに親切にし、憐れみの心で接し、神がキリストによってあなたがたを赦してくださったように、赦し合いなさい。
エフェ 5:1　あなたがたは神に愛されている子供ですから、神に倣う者となりなさい。
私たちは、イエス様から隣人を愛しなさいと教えられました。そして今ここでは、パウロから、互いに親切にし、哀れみの心で接し、神がキリストによってあなた方を許してくださったように、許しあいなさいと教えられています。神様が私達をどのように許してくださったのでしょうか。それを知るためには、自分の罪を知らなければなりません。ですが私たちは自分をも欺くものです。自分は正しいと思えば思うほど、自分の罪の自覚から遠のき、神様が許してくださっている事、聖霊が悲しんでいる事が分からなくなってきます。だから、25節の話にに戻りますが、偽らず、真実を語ることが大切なのです。そうしないと、私たちは何時までも、神様の許しが理解できないのだと思います。
パウロは更に、5章１節で、あなた方は神に愛されている子供ですから、神に倣うものとなりなさい。と言います。立派な人間になりなさいではないのです、あの偉い人のようになりなさいでもないのです。神様のようになりなさいと言っているのです。これは私達の究極の目標です。こんなこと言ってもいいのだろうかと思うほど、高い目標です。するとまた心の中にいつもの言葉がでてきます。私には出来ない。私には考えられない。と言う言葉です。出来るかできないかではないのです。目標としなさいといっているのです。それを目標にすれば、導いてくださるのは神様です。私たちはそれに委ねるだけです。ですから、私たちは、委ねる前に、できないと言って決め付けて、神様の力が及ばないようにしてはいけないのではないでしょうか。そしてパウロの言葉は、キリストが愛してくださったように、あなた方も愛によって歩みなさいと言う言葉となります。5章2節です。
エフェ 5:2　キリストがわたしたちを愛して、御自分を香りのよい供え物、つまり、いけにえとしてわたしたちのために神に献げてくださったように、あなたがたも愛によって歩みなさい
結

私たちは、パウロによって、古い生き方を捨てて、新しい生き方に生きるようにと強く勧められました。それは、神にかたどって創られた新しい人を身につけることであり、神に倣う者となることです。この目標はあくまでも高く、これ以上高い目標は無いのです。そして、その歩みは愛によって歩むあゆみなのです。このことを偽らず、真実に見つめ歩めるでしょうか。このことをなさった方が、イエス様なのです。イエス様は私達にも従ってくるようにといいました。ですが私たちは恐れてしまいます。恐れる私達に、恐れることはない、私は復活したと言って、現れてくださったのです。
今週の日曜日のクリスマス礼拝を純福音教会で守りましたが、5人の受洗者が居り、その日は二人の受洗者が証しを述べました。二人ともまだ若い女性でした。一人は癌に侵され、その不安と戦っている人でした。そのさ中に、愛する母親を失い、そして、癌の手術を受けたのでした。ところが麻酔が脊髄に入らないと言うのです。3回やって失敗し、もし4回目もだめなら、この手術はあきらめて欲しいと麻酔師に言われたと言うのです。その人は手術台の上で心にJeasas is here,イエス様がここに居られると心に祈ったそうです。すると、4回目にやっと麻酔が入り、手術ができたと言うのです。後で、麻酔師が手術中にあんなことを言って申し訳なかったといって謝ってきたそうです。その人は、この手術を通じて、主が供におられたこと、母が自分に代わって死んでくれたのかもしれないこと、そして麻酔師を許すことを学んだと言うのです。この人はこのことを通して、洗礼を受ける決心をしました。

もう一人の女性は、子供の頃に母親から、虐待を受け、母親から、この子さえ居なければよかったのに、と言われ、心に大きな傷を残しました。一生懸命母親に愛されようとしましたがだめでした。大きくなって、母親から離れるようになると、母親のことは思い出したくも無かったそうです。ある時、教会に行って、母の日を迎えたそうです。教会の牧師さんから、皆さんでお母さんに、私を生んでくれてありがとうと言うメッセージを送りましょう。と言う話になったのだそうです。その人は気が重くとても直接言うことができないので、メールで、そのメッセージを送ったそうです。そうしたら、思ってもいなかったことでしたが、その母親から、私はあなたを生んでよかった。と言う返事が来たのだそうです。そのことでこの人の心の傷がすっかり癒されました。そしてそのことを導いてくれた神様に感謝し、洗礼を受けることになりました。
私は、クリスチャンとか、教会と言った団体組織には疑問を感じています。ですが、このような証しを聞く時、キリスト教には人を変える力がある、癒す力があると思わざるを得ないのです。そして神様を賛美し、イエス様を賛美したくなるのです。
クリスマスは、そのような方が、世に現れてくださったことを思い起こす日です。私たちが、新しい人を着ることができるようにと、思い起こさせる日です。
（一分間の黙想）
（祈り）

天の父なる神様。今日は今年最後の水曜会です。あなたが私たちをここまで守り導いてくださいましたことを感謝いたします。そして今週は、イエス様の御降誕を祝うクリスマスの時でもあります。あなたは私たちに、古い人を脱ぎ捨て、新しい人を着なさいと教えてくださいました。新しい人は、イエス様と一つとなった人です。もうそこには今までの私という存在は有りません。神にかたどって作られた新しい人とはイエス様です。私たちはそのイエス様を着て新しい人になります。主よ、どうかこのことが、真実に知るものでありますように。そして、互いに親切にし、憐れみの心で接し、許しあい、愛によって歩むものでありますように。

もうすぐクリスマスイブの時を、祝います。どうか静かな、心にしみるクリスマスを送ることができますように。あなたの聖霊によって満たされるときが与えられますように。ここに集いました一人ひとりの上に、あなたの祝福が与えられますように。また来年も供にあなたのもとに集うことが許されますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆キリストの体は一つ
エフェ 4:1　そこで、主に結ばれて囚人となっているわたしはあなたがたに勧めます。神から招かれたのですから、その招きにふさわしく歩み、
エフェ 4:2　一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさい。愛をもって互いに忍耐し、
エフェ 4:3　平和のきずなで結ばれて、霊による一致を保つように努めなさい。
エフェ 4:4　体は一つ、霊は一つです。それは、あなたがたが、一つの希望にあずかるようにと招かれているのと同じです。
エフェ 4:5　主は一人、信仰は一つ、洗礼は一つ、
エフェ 4:6　すべてのものの父である神は唯一であって、すべてのものの上にあり、すべてのものを通して働き、すべてのものの内におられます。
エフェ 4:7　しかし、わたしたち一人一人に、キリストの賜物のはかりに従って、恵みが与えられています。
エフェ 4:8　そこで、／「高い所に昇るとき、捕らわれ人を連れて行き、／人々に賜物を分け与えられた」と言われています。
エフェ 4:9　「昇った」というのですから、低い所、地上に降りておられたのではないでしょうか。
エフェ 4:10　この降りて来られた方が、すべてのものを満たすために、もろもろの天よりも更に高く昇られたのです。
エフェ 4:11　そして、ある人を使徒、ある人を預言者、ある人を福音宣教者、ある人を牧者、教師とされたのです。
エフェ 4:12　こうして、聖なる者たちは奉仕の業に適した者とされ、キリストの体を造り上げてゆき、
エフェ 4:13　ついには、わたしたちは皆、神の子に対する信仰と知識において一つのものとなり、成熟した人間になり、キリストの満ちあふれる豊かさになるまで成長するのです。
エフェ 4:14　こうして、わたしたちは、もはや未熟な者ではなくなり、人々を誤りに導こうとする悪賢い人間の、風のように変わりやすい教えに、もてあそばれたり、引き回されたりすることなく、
エフェ 4:15　むしろ、愛に根ざして真理を語り、あらゆる面で、頭であるキリストに向かって成長していきます。
エフェ 4:16　キリストにより、体全体は、あらゆる節々が補い合うことによってしっかり組み合わされ、結び合わされて、おのおのの部分は分に応じて働いて体を成長させ、自ら愛によって造り上げられてゆくのです。
◆古い生き方を捨てる
エフェ 4:17　そこで、わたしは主によって強く勧めます。もはや、異邦人と同じように歩んではなりません。彼らは愚かな考えに従って歩み、
エフェ 4:18　知性は暗くなり、彼らの中にある無知とその心のかたくなさのために、神の命から遠く離れています。
エフェ 4:19　そして、無感覚になって放縦な生活をし、あらゆるふしだらな行いにふけってとどまるところを知りません。
エフェ 4:20　しかし、あなたがたは、キリストをこのように学んだのではありません。
エフェ 4:21　キリストについて聞き、キリストに結ばれて教えられ、真理がイエスの内にあるとおりに学んだはずです。
エフェ 4:22　だから、以前のような生き方をして情欲に迷わされ、滅びに向かっている古い人を脱ぎ捨て、
エフェ 4:23　心の底から新たにされて、
エフェ 4:24　神にかたどって造られた新しい人を身に着け、真理に基づいた正しく清い生活を送るようにしなければなりません。
◆新しい生き方
エフェ 4:25　だから、偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実を語りなさい。わたしたちは、互いに体の一部なのです。
エフェ 4:26　怒ることがあっても、罪を犯してはなりません。日が暮れるまで怒ったままでいてはいけません。
エフェ 4:27　悪魔にすきを与えてはなりません。
エフェ 4:28　盗みを働いていた者は、今からは盗んではいけません。むしろ、労苦して自分の手で正当な収入を得、困っている人々に分け与えるようにしなさい。
エフェ 4:29　悪い言葉を一切口にしてはなりません。ただ、聞く人に恵みが与えられるように、その人を造り上げるのに役立つ言葉を、必要に応じて語りなさい。
エフェ 4:30　神の聖霊を悲しませてはいけません。あなたがたは、聖霊により、贖いの日に対して保証されているのです。
エフェ 4:31　無慈悲、憤り、怒り、わめき、そしりなどすべてを、一切の悪意と一緒に捨てなさい。
エフェ 4:32　互いに親切にし、憐れみの心で接し、神がキリストによってあなたがたを赦してくださったように、赦し合いなさい。
エフェ 5:1　あなたがたは神に愛されている子供ですから、神に倣う者となりなさい。
エフェ 5:2　キリストがわたしたちを愛して、御自分を香りのよい供え物、つまり、いけにえとしてわたしたちのために神に献げてくださったように、あなたがたも愛によって歩みなさい。
エフェ 5:3　あなたがたの間では、聖なる者にふさわしく、みだらなことやいろいろの汚れたこと、あるいは貪欲なことを口にしてはなりません。
エフェ 5:4　卑わいな言葉や愚かな話、下品な冗談もふさわしいものではありません。それよりも、感謝を表しなさい。
エフェ 5:5　すべてみだらな者、汚れた者、また貪欲な者、つまり、偶像礼拝者は、キリストと神との国を受け継ぐことはできません。このことをよくわきまえなさい。
◆光の子として生きる
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